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平成１２年度東京都病院会計決算審査意見書

第１ 審 査 の 概 要

１ 審 査 の 期 間 平成１３年６月１日から同年８月１日まで

２ 審 査 の 対 象 衛 生 局

３ 審 査 の 手 続

この決算審査に当たっては、知事から提出された決算書類が病院事業の経営成績及び財政状態

を適正に表示しているかどうかを検証するため、会計帳票、証拠書類の照合等通常実施すべき審

査手続を実施したほか、必要と認めるその他の審査手続を実施した。

ついで、本事業の経営内容の動向を把握するため計数の分析を行い、経済性の発揮及び公共性

の確保を主眼として考察した。

第２ 審 査 の 結 果

１ 決算諸表について

審査に付された決算諸表は、病院事業の経営成績及び財政状態を、一部を除き適正に表示して

いるものと認められる。

２ 経営状況について

（１）経営成績について

ア 業務実績について

平成１２年度の病院事業は、普通病院９、小児病院２、精神病院２、母子保健院の計１４

病院において、病床数６，５２８床の施設規模により運営され、年間延べ患者数は、入院で

２１５万６，５７１人、外来で２８８万６，７１０人となっている。

（ア）入院患者実績について

当年度の入院患者実績は、表１のとおり、２１５万６，５７１人で、前年度（２１２

万２，０４８人）と比較して３万４，５２３人増加している。

これは主として、広尾病院の病棟改修工事（平成１１年度から平成１３年度までの３

年間）の実施に伴う一部病棟の休止による病床数の減により、３万３１６人の減少があ

ったものの、①平成１１年６月１日及び７月３０日に供用開始した、墨東病院の新病棟

及び豊島病院の第一次開設の平年度化、②平成１２年４月１日の豊島病院の第二次開設

等により７万３，３９８人増加したことによるものである。
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（表１）入院患者の実績比較

平 成 １ 2 年 度 平 成 １ 1 年 度 対前年度比較(増△減)

病 予 定 実 績 実 病 実 績 実 病 実 績 実

区 分 床 １日 年 延 べ １日 年 延 べ 績 床 １日 年 延 べ 績 床 １日 年延べ 績

数 A B 率B/A 数 率 数 率

床 人 人 人 人 ％ 床 人 人 ％ 床 人 人 ﾎﾟｲﾝﾄ

普通病院 4,573 4,305 1,571,325 4,229 1,543,845 98.3 4,519 4,171 1,501,142 99.6 54 58 42,703 1.3△

広 尾 326 283 103,295 294 107,250 103.8 365 375 137,566 113.2 39 81 30,316 9.4△ △ △ △

大久保 300 285 104,025 266 96,910 93.2 300 267 97,794 93.8 0 1 884 0.6△ △ △

大 塚 500 475 173,375 470 171,713 99.0 500 480 175,621 101.0 0 10 3,908 2.0△ △ △

駒 込 801 770 281,050 736 268,699 95.6 801 726 265,759 95.5 0 10 2,940 0.1

豊 島 360 331 120,815 308 112,352 93.0 267 218 53,413 87.0 93 90 58,939 6.0

荏 原 500 469 171,185 451 164,802 96.3 500 458 167,779 99.9 0 7 2,977 3.6△ △ △

墨 東 729 691 252,215 702 256,378 101.7 729 661 241,919 103.7 0 41 14,459 2.0△

府 中 761 720 262,800 715 260,811 99.2 761 698 255,875 97.1 0 17 4,936 2.1

神 経 296 281 102,565 287 104,930 102.3 296 288 105,416 102.5 0 1 486 0.2△ △ △

小児病院 345 292 106,580 282 103,053 96.7 345 284 103,702 97.0 0 2 649 0.3△ △ △

清 瀬 255 211 77,015 202 73,925 96.0 255 204 74,442 96.4 0 2 517 0.4△ △ △

八王子 90 81 29,565 80 29,128 98.5 90 80 29,260 98.7 0 0 132 0.2△ △

精神病院 1,500 1,378 502,970 1,295 472,368 93.9 1,500 1,314 480,821 95.3 0 19 8,453 1.4△ △ △

松 沢 1,258 1,173 428,145 1,084 395,510 92.4 1,258 1,105 404,365 94.2 0 21 8,855 1.8△ △ △

梅ヶ丘 242 205 74,825 211 76,858 102.7 242 209 76,456 101.9 0 2 402 0.8

母子保健院 110 100 36,500 102 37,305 102.2 110 97 35,518 97.0 0 5 1,787 5.2

築地産院 - - - - - - 0 14 865 46.8 - 14 865 46.8△ △ △

合 計 6,528 6,075 2,217,375 5,908 2,156,571 97.3 6,474 5,880 2,122,048 98.4 54 28 34,523 1.1△

（注）１ 病床数は、各年度末の数である。

（注）２ 平成１１年６月１日に、築地産院は墨東病院に統合されている。
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次に、病床種別の病床数及び病床利用率は、表２のとおり、病床数は、前年度に比較し

て、５４床の増加であり、病床利用率は、入院患者が３万４，５２３人増加したものの０．

１ポイントの低下となっている。

なお、感染症病床の減少は、荏原病院の２０床が普通病床となったものである。

（表２）病床種別の病床数及び病床利用率比較

平 成 １ 2 年 度 平成１1 年度 前年度比較(増△減)

病 年間病床数 実 績 利 病 実 績 利 病 実 績 利

区 分 床 A １日 年 延 べ 用 床 １日 年 延 べ 用 床 １日 年延べ 用

数 B 率B/A 数 率 数 率

普 通 床 床 人 人 ％ 床 人 人 ％ 床 人 人 ポイント

病 床 4,698 1,714,770 4,398 1,605,415 93.6 4,624 4,335 1,559,501 93.4 74 63 45,914 0.2

精 神

病 床 1,684 614,660 1,453 530,213 86.3 1,684 1,487 540,986 88.2 0 34 10,773 1.9△ △ △

結 核

病 床 86 31,390 57 20,706 66.0 86 58 21,233 67.5 0 1 527 1.5△ △ △

感染症

病 床 60 21,900 0 237 1.1 80 0 328 1.2 20 0 91 0.1△ △ △

計 6,528 2,382,720 5,908 2,156,571 90.5 6,474 5,880 2,122,048 90.6 54 28 34,523 0.1△

（注）１ 病床数は、各年度末の数である。

（注）２ 年間病床数とは、年度末病床数×365日で算出したものである。

（注）３ 精神病床は、広尾・豊島・荏原・墨東・府中・神経・松沢・梅ヶ丘の各病院に、結核病床は、府中・清瀬

小児の各病院に、感染症病床は、駒込・豊島・荏原・墨東の各病院にある。

（イ）外来患者実績について

当年度の外来患者実績は、表３のとおり、２８８万６，７１０人で、前年度（２７９万

４，６９２人）と比較して９万２，０１８人増加している。

これは、広尾病院の病棟改修工事の実施等により３万７，３２８人減少したものの、豊

島病院の第二次開設や救急患者の受入等により１２万９，３４６人増加したことによるも

のである。
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（表３）外来患者の実績比較

平 成 １ 2 年 度 平成１ 1 年度 対前年度比較(増△減)

予 定 実 績 実 実 績 実 実 績 実

区 分 １ 日 年 延 べ １ 日 年 延 べ 績 １ 日 年 延 べ 績 １ 日 年 延 べ 績

A B 率B/A 率 率

人 人 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ポイント

普通病院 8,380 2,463,720 8,699 2,557,381 103.8 8,475 2,461,956 109.2 224 95,425 5.4△

広 尾 925 271,950 943 277,330 102.0 992 292,510 107.2 49 15,180 5.2△ △ △

大久保 600 176,400 678 199,168 112.9 684 201,784 114.0 6 2,616 1.1△ △ △

大 塚 880 258,720 1,061 311,875 120.5 1,106 326,142 125.6 45 14,267 5.1△ △ △

駒 込 1,275 374,850 1,246 366,373 97.7 1,228 362,332 97.5 18 4,041 0.2

豊 島 700 205,800 563 165,607 80.5 388 76,378 73.4 175 89,229 7.1

荏 原 900 264,600 1,057 310,805 117.5 1,046 308,526 116.2 11 2,279 1.3

墨 東 1,600 470,400 1,468 431,556 91.7 1,427 421,067 100.7 41 10,489 9.0△

府 中 1,480 435,120 1,648 484,335 111.3 1,573 464,087 122.0 75 20,248 10.7△

神 経 20 5,880 35 10,332 175.7 31 9,130 154.7 4 1,202 21.0

小児病院 390 114,660 439 129,086 112.6 435 128,451 111.6 4 635 1.0

清 瀬 260 76,440 303 89,094 116.6 302 89,116 116.2 1 22 0.4△

八王子 130 38,220 136 39,992 104.6 133 39,335 102.6 3 657 2.0

精神病院 473 139,062 497 146,217 105.1 503 148,443 106.4 6 2,226 1.3△ △ △

松 沢 370 108,780 362 106,455 97.9 372 109,882 100.7 10 3,427 2.8△ △ △

梅ヶ丘 103 30,282 135 39,762 131.3 131 38,561 126.9 4 1,201 4.4

母子保健院 220 64,680 184 54,026 83.5 188 55,472 85.5 4 1,446 2.0△ △ △

築地産院 - - - - - 8 370 25.7 8 370 25.7△ △ △

合 計 9,463 2,782,122 9,819 2,886,710 103.8 9,609 2,794,692 108.5 210 92,018 4.7△

（ウ）受託事業実績について

受託事業は、児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）に基づく措置児（乳児）の受入

れを行うものであり、母子保健院において実施している。

当年度の実績は、表４のとおり、１万１，９００人で、前年度（１万３，８４２人）と

比較して１，９４２人減少している。
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（表４）受託事業の実績比較

平 成 １ 2 年 度 平成１1 年度 対 前 年 度 比 較

区 分 入所 予 定 実 績 実績率 実 績 実績率 増(△)減 実績率

定員 １日 年延べ A １日 年延べ B B/A １日 年延べ １日 年延べ

人 人 人 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 ポイント

母子保健院 50 48 17,520 33 11,900 67.9 38 13,842 75.6 5 1,942 7.7△ △ △

イ 収支状況について

当年度の収支状況は、表５（詳細は、別表１比較損益計算書参照）のとおり、総収益は１，

５３６億余円、総費用は１，４９４億余円で、差引き４２億余円の純利益を計上している。

損益の状況は、表６のとおりであり、医業損益では、損失が前年度（４５７億余円）と比

較して４２億余円（９．２％）減少し、４１４億余円となっている。

一方、医業外損益では、利益が前年度（４７２億余円）と比較して５１億余円（１１．０

％）減少し、４２０億余円となっている。

この結果、経常損益では、利益が前年度（１５億余円）と比較して９億余円（６４．５

％）減少し、５億余円となっている。

また、特別損益では、３７億余円の利益となっている。

なお、各病院の医業収益、医業費用及び医業収益対医業費用比率の状況は、別表３（病院

別医業収益・費用の対前年度比較）のとおりである。

（表５）経営成績の比較

（単位：百万円、％）

増 (△) 減

区 分 平成１２年度 平成１１年度 差 引 増 減 率

(Ａ) (Ｂ) (Ｃ＝Ａ－Ｂ) (C/B×100)

収 医 業 収 益 (a) 99,230 93,934 5,296 5.6

医業外収益 (b) 50,262 55,533 5,271 9.5△ △

益 特 別 利 益 (c) 4,203 405 3,798 937.8

総 収 益 (d=a+b+c) 153,696 149,873 3,823 2.6

費 医 業 費 用 (e) 140,720 139,637 1,083 0.8

医業外費用 (f) 8,237 8,321 84 1.0△ △

用 特 別 損 失 (g) 447 1,416 969 68.4△ △

総 費 用 (h=e+f+g) 149,404 149,375 29 0.0

純利益( 純損失) (d-h) 4,291 497 3,794 763.4△
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（表６）損益収支の比較

（単位：百万円、％）

増 (△) 減

区 分 平成１２年度 平成１１年度 金 額 増 減 率

(Ａ) (Ｂ) (C＝A－B) (C/B×100)

医 業 収 益 99,230 93,934 5,296 5.6

医 業 費 用 140,720 139,637 1,083 0.8

医 業 損 益 41,489 45,703 4,214 9.2△ △ △

医 業 外 収 益 50,262 55,533 5,271 9.5△ △

医 業 外 費 用 8,237 8,321 84 1.0△ △

医 業 外 損 益 42,025 47,212 5,187 11.0△ △

経 常 損 益 535 1,508 973 64.5△ △

特 別 利 益 4,203 405 3,798 937.8

特 別 損 失 447 1,416 969 68.4△ △

特 別 損 益 3,755 1,010 4,765 471.8△ △

純 損 益 4,291 497 3,794 763.4

（ア）収益について

当年度の総収益は、表７のとおり、１，５３６億余円で、前年度（１，４９８億余円）

と比較して３８億余円（２．６％）増加している。

このうち、医業収益は９９２億余円で、前年度（９３９億余円）と比較して５２億余円

（５．６％）増加している。

これは主として、診療報酬の改定等により、入院単価が増加（１，５５９円）したこと

や豊島病院の第二次開設に伴う入院患者の増加により、診療報酬が増加したことによるも

のである。

医業外収益は５０２億余円で、前年度（５５５億余円）と比較して５２億余円（９．５

％）減少している。

これは主として、一般会計補助金が５１億余円減少したことによるものである。

なお、一般会計補助金の内訳は、表８のとおりである。

特別利益は、築地産院跡地等の固定資産売却益を計上したものである。
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（表７）収益の内訳比較

（単位：百万円、％）

増 (△) 減
平成１２年度 平成１１年度

区 分 金 額 増 減 率

（Ａ） （Ｂ） (C＝A－B) (C/B×100)

医 業 収 益 99,230 93,934 5,296 5.6

入 院 収 益 72,194 67,728 4,466 6.6

外 来 収 益 25,107 24,505 602 2.5

その他医業収益 1,928 1,699 229 13.5

医 業 外 収 益 50,262 55,533 5,271 9.5△ △

受取利息及配当金 2,539 2,549 10 0.4△ △

一般会計補助金 44,458 49,598 5,140 10.4△ △

国 庫 補 助 金 289 277 12 4.3

その他医業外収益 2,974 3,108 134 4.3△ △

特 別 利 益 4,203 405 3,798 937.8

総 収 益 153,696 149,873 3,823 2.6

（表８）一般会計補助金の内訳比較

（単位：百万円）

区 分 平成１２年度 平成１１年度 増(△)減

救 急 医 療 経 費 4,518 9,737 5,219△

精 神 病 院 運 営 経 費 6,705 6,539 166

ターミナル・ケア医療経費 225 319 94△

小児(乳児)専門病院運営経費 542 549 7△

保 健 衛 生 行 政 経 費 1,987 1,979 8

高 度 医 療 経 費 10,812 9,779 1,033

特 殊 医 療 経 費 14,846 15,719 873△

建設又は改良に要する経費 4,818 4,974 156△

合 計 44,458 49,598 5,140△
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（イ）費用について

当年度の総費用は、表９のとおり、１,４９４億余円で、前年度（１，４９３億余円）

と比較して２，９１６万余円（０．０％）増加している。

このうち、医業費用は１,４０７億余円で、前年度（１，３９６億余円）と比較して１

０億余円（０. ８％）増加している。

これは主として、給与費が削減等で５億余円減少したものの、修繕料の増加により経費

が９億余円増加したことによるものである。

医業外費用は８２億余円で、前年度（８３億余円）と比較して８千万余円（１．0％）

減少している。

特別損失は、築地産院病棟等の除却損等を計上したものである。

なお、給与費・職員数等については表１０のとおりである。

（表９）費用の内訳比較

（単位：百万円、％）

増 (△) 減

区 分 平成１２年度 平成１１年度 金 額 増 減 率

(Ａ) (Ｂ) (C＝A－B) (C/B×100)

医 業 費 用 140,720 139,637 1,083 0.8

給 与 費 72,494 72,997 503 0.7△ △

材 料 費 27,246 26,887 359 1.3

経 費 26,091 25,148 943 3.7

減 価 償 却 費 13,580 13,199 381 2.9

資 産 減 耗 費 605 685 80 11.7△ △

研 究 研 修 費 702 719 17 2.4△ △

医 業 外 費 用 8,237 8,321 84 1.0△ △

支払利息及企業債取扱諸費 4,818 4,974 156 3.1△ △

繰 延 勘 定 償 却 365 328 37 11.3

雑 支 出 3,053 3,018 35 1.2

特 別 損 失 447 1,416 969 68.4△ △

総 費 用 149,404 149,375 29 0.0
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（表１０）給与費明細の比較

区 分 平成１２年度 平成１１年度 増 (△) 減

給 料 29,023 百万円 29,955 百万円 932 百万円△

職 員 手 当 27,175 27,548 373△

退 職 手 当 4,071 3,511 560

報 酬 3,232 3,013 219

賃 金 695 641 54

法 定 福 利 費 8,295 8,326 31△

計 72,494 72,997 503△

職 員 数 7,391 人 7,397 人 6 人△

平 均 年 齢 ３７．８歳 ３８．１歳 ０．３歳△

職員１人当たり給与費 7,571千円 7,680千円 109千円△

（注）１ 職員数及び平均年齢は、年度末現在である。

（注）２ 職員１人当たり給与費は、（給料＋手当）÷月当たり平均職員数である。

（注）３ 職員は、すべて損益勘定部門に所属している。

以上の結果を事業の収益性を示す経営比率でみると、表１１のとおりである。

なお、経営指標としての自己収支比率（病院事業収益（一般会計補助金及び特別利益を除

く。)÷病院事業費用（特別損失を除く。））は、都立病院全体で、７０．５％と前年度に比

較して３．０ポイント増加している。これは、医業収益が５．６％増加した一方、医業費用が

０．８％の増加にとどまったことによるものである。

（表１１）経営比率の推移

項 目 算 式平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度

経 営 資 本 営業利益

営業利益率(％) 27.6 27.7 16.7 22.4 20.3 経営資本△ △ △ △ △

営 業 収 益 営業利益

営業利益率(％) 47.5 46.1 43.7 48.7 41.8 営業収益△ △ △ △ △

経 営 資 本 営業収益

回 転 率(回) 0.58 0.60 0.38 0.46 0.49 経営資本

総 費 用 対 総 費 用

総収益比率(％) 98.7 98.7 99.3 99.7 97.2 総 収 益

自己収支 病院全体 68.6 69.4 70.1 67.5 70.5

比率 (%) 総合病院 72.8 73.8 75.0 70.6 74.4

（注）経営資本＝総資本－（建設仮勘定＋投資＋繰延勘定）



- 10 -

（２）財政状態について

ア 資本的収支について

資本的収支については、表１２のとおりであり、当年度における資本的収入は、３６億余

円で前年度（６３億余円）と比較して２７億余円（４３．３％）減少している。

これは主として、豊島病院の改築工事が完了したことにより、企業債収入が２６億余円

（４２．８％)減少したことによるものである。

一方、資本的支出は１４０億余円で、前年度（１９１億余円）と比較して５１億余円（２

６．９％）減少している。

これは、企業債償還金が６億余円（９．８％）増加したものの、病院改修工事等の建設改

良費が５８億余円（４６．３％）減少したことによるものである。

（表１２）資本的収支比較表

（単位：百万円、％）

増 (△) 減
平成１２年度 平成１１年度

区 分 金 額 増 減 率

(Ａ) (Ｂ) (C＝A－B) (C/B×100)

資収 企 業 債 3,569 6,237 2,668 42.8△ △

国 庫 補 助 金 37 152 115 75.7△ △

本 固定資産売却収入 16 0 16 -

その他資本収入 2 3 1 33.3△ △

的入 計 3,625 6,393 2,768 43.3△ △

資支 建 設 改 良 費 6,735 12,549 5,814 46.3△ △

本 企 業 債 償 還 金 7,267 6,618 649 9.8

的出 計 14,003 19,167 5,164 26.9△ △

差 引 資 本 的 収 支 10,377 12,774 2,397 18.8△ △



- 11 -

イ 資産、負債及び資本について

当年度末の資産、負債及び資本の状況は、別表２比較貸借対照表のとおりである。

資産合計は、２，２０１億余円で、前年度（２，１９４億余円）と比較して６億余円（０．

３％）増加している。

これは、固定資産が４９億余円、繰延勘定が８，６８３万余円それぞれ減少したものの、

流動資産が５６億余円増加したことによるものである。

固定資産の減少は、投資が１１億余円増加したものの、有形固定資産が、減価償却費の計

上等で６１億余円の減少となったものである。

流動資産の増加は、主として現金預金が５４億余円増加したことによるものである。

繰延勘定の減少は、資本的支出に係る控除対象外消費税額２億余円を計上したものの、当

年度に３億余円の償却を行ったことによるものである。

負債合計は、１４０億余円で前年度（１４７億余円）と比較して６億余円（４．５％）減

少している。

これは主として、未払金が９億余円減少したことによるものである。

資本合計は、２,０６０億余円で、前年度（２，０４７億余円）と比較して１３億余円

（０．６％）増加している。

これは、主として、借入資本金が３６億余円減少したものの、利益剰余金が３７億余円、

資本剰余金が職員住宅の無償譲渡を受けたことなどにより７億余円、増加したことによるも

のである。
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次に、当年度における有利子負債及び支払利息の状況は表１３のとおりであり、有利子負債

については、当年度において企業債を新たに３５億余円発行したものの、７２億余円償還した

ことにより、総額で３６億余円減少している。

（表１３）有利子負債及び支払利息の状況

（単位：百万円）

平成１２年度末 平 成 １ ２ 年 度 平成１１年度末 増(△)減
区 分

残高 (Ａ) 増 加 減 少 残高 (Ｂ) (Ａ－Ｂ)

有利子
企 業 債 132,188 3,572 7,267 135,884 3,696△

負 債

平成１２年度支払額 平成１１年度支払額 増(△)減
区 分

(Ｃ) (Ｄ) (Ｃ－Ｄ)

支 払 企業債利息及び
4,818 4,974 156△

利 息 企業債取扱諸費等

以上の財政状態を財務比率でみると、表１４のとおりである。

（表１４）財務比率の推移

（単位：％）

項 目 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度 算 式

流動資産
流 動 比 率 203.5 214.5 134.5 213.4 272.5

流動負債

自 己 資 本 自己資本
38.2 37.0 26.6 31.4 33.6

構 成 比 率 総 資 本

固 定 資 産 対 固定資産
88.6 88.1 90.8 90.4 87.5

長期資本比率 長期資本

（注）１ 自己資本＝自己資本金＋剰余金

（注）２ 長期資本＝資本金＋剰余金＋固定負債（他会計よりの長期借入金、特例債のみ）
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ウ 資金収支について

当年度における資金の収支は、表１５のとおりである。

資本的収入の総額は３６億余円、これに対する資本的支出の総額は１４０億余円であり、

資本的収支で支出すべきその他投資の９，６１０万円を合わせた資本的収支不足額は、１０

４億余円となっている。

また、収益的収支においては、減価償却費、資産減耗費等の損益勘定留保資金等の合計１

７１億余円が資金剰余となり、資本的収支と収益的収支を合わせた資金収支において、６６

億余円の資金剰余となっている。

この結果、累積資金剰余額は、表１６のとおり２２４億余円となっている。

（表１５）資金収支表

（単位：百万円）

支 出 収 入

項 目 金 額 項 目 金 額

資本的支出 (A) 14,003 資本的収入 (B) 3,625

その他投資 (C) 96

計（D)=(A)+(C) 14,099 計(B) 3,625

資本的収支資金不足額

(E)=(B)-(D) 10,473

（補てん財源内訳）

当年度純益 4,291

損益勘定留保資金 14,960

・減価償却費 13,580

・資産減耗費等 1,015

・繰延勘定償却 365

退職給与引当金 289

消費税資本的収支調整額 22

不動産信託受益権 2,463△

計 計 (F) 17,100

収益的収支資金剰余額

(G)=(F) (17,100)

当年度資金剰余額

(H)=(G)-(E) 6,627

合 計 (D)+(H) 20,726 合 計 (B)+(F) 20,726

（表１６）累積資金推移表

（単位：百万円）

区 分 平成８年度 平成９年度 平成10年度 平成11年度 平成12年度

当年度資金剰余( )不足額 2,681 2,586 2,047 387 6,627△ △ △

累積資金剰余( )不足額 15,717 18,303 16,256 15,869 22,496△
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（３）建設改良事業について

建設改良事業は、建設工事、改良工事、器械及備品の整備を行っており、当年度は予算額９

０億余円に対し、決算額６７億余円で、執行率は７４．５％となっており、その内訳は、表１

７のとおりである。

（表１７）建設改良事業執行状況
（単位：百万円、％）

予 算 額 決 算 額 執 行 率 不 用 額
区 分

(Ａ) (Ｂ) (B/A×100) ( Ａ － Ｂ )

建 設 工 事 1,136 400 35.2 736

改 良 工 事 3,657 2,808 76.8 849

器 械 及 備 品 4,250 3,526 83.0 723

計 9,045 6,735 74.5 2,310

ア 建設工事について

当年度の建設工事は、墨東病院の病棟等改築工事であり、その進ちょく状況及び執行状況

は、表１８のとおりである。

（表１８）建設工事執行状況

（単位：百万円、％）

平成１1年度末 平 成 １ 2 年 度

区 分 期 間 事業総額 執行額 進ちょく率 予算額 決算額 執行率 不用額

(Ａ) (Ｂ) (B／A) (Ｃ) (Ｄ) (D／C) (C－D)

墨 東 病 院 設計等(平成 3～ 6)

病棟等改築工事 工 事(平成 7～13) 34,605 33,612 96.0 1,136 400 35.2 736

（注）１ 平成１１年度末の執行額は、累積額である。
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イ 改良工事について

改良工事は、表１９のとおり、予算額３６億余円に対し、決算額２８億余円で執行率は７

６．８％となっている。

当年度で実施した工事の主なものは、広尾病院病棟等改修工事（６億余円）及び駒込病院

の看護宿舎等改修工事（８億余円）である。

（表１９）改良工事執行状況

（単位：百万円、％）

予 算 額 決 算 額 執 行 率 不 用 額
区 分

(Ａ) (Ｂ) (B/A×100) (Ａ－Ｂ)

工 事 費 3,382 2,715 80.3 667

委 託 料 等 275 92 33.5 182

計 3,657 2,808 76.8 849

ウ 器械及備品について

器械及備品は、表２０のとおり、予算額４２億余円に対し、決算額３５億余円で、執行率

は８３．０％となっている。

当年度で購入した医療器械（１億円以上）の主なものは、血管連続撮影装置１台（大塚病

院分）及びＣＴスキャナー２台（荏原病院及び神経病院分）であり、医療器械全体の執行率

は８２．３％となっている。

（表２０）器械及備品の購入費

（単位：百万円、％）

予 算 額 決 算 額 執 行 率 不 用 額
区 分

(Ａ) (Ｂ) (B/A×100) (Ａ－Ｂ)

医療器械購入費 3,973 3,269 82.3 704

一般備品購入費 276 257 93.1 19

計 4,250 3,526 83.0 723
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以上、平成１２年度の経営成績、財政状態などについて述べてきたが、当年度においては、医業

損益では多額の損失となっているものの、特別利益等により４２億余円の当年度純利益となってい

る。

なお、別項決算に関する指摘事項が認められた。

３ 指摘事項について

（１）決算に関するもの

ア 会計処理を適正に行うべきもの

局は、訴訟に係る供託金として９，６１０万円を支出し、平成１２年度東京都病院会計

決算書（以下、「決算書」という。）において、貸借対照表及び固定資産明細書に計上し

ている。

しかしながら、局は、誤ってこの支出を収益的支出（医業外費用雑支出）で支出し費用

として計上した後、訴訟が長期化するとして、決算手続において振替処理を行い、固定資

産（その他投資）として計上したが、決算書の決算報告書において資本的支出の決算額と

して表示していないのは適正でない。

局は、会計処理を適正に行われたい 。



(別表１)　比　較　損　益　計　算　書
　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成１2年度 平成１1年度 増　（△）　減
　　　科　　　　目 　　　金　　　　額　　　金　　　　額　　　金　　　　額　増減率

　　　　　（Ａ） 　　　　　（Ｂ） 　　　　　（Ｃ） C/B×100

１　医業収益 99,230,791,918 93,934,083,842 5,296,708,076 5.6

入院収益 72,194,279,444 67,728,420,032 4,465,859,412 6.6

外来収益 25,107,988,021 24,505,777,794 602,210,227 2.5

その他医業収益 1,928,524,453 1,699,886,016 228,638,437 13.5

２　医業費用 140,720,310,122 139,637,401,518 1,082,908,604 0.8

給与費 72,494,165,223 72,997,602,477 △ 503,437,254 △ 0.7

材料費 27,246,313,993 26,887,140,911 359,173,082 1.3

経費 26,091,285,514 25,148,739,556 942,545,958 3.7

減価償却費 13,580,001,512 13,199,767,286 380,234,226 2.9

資産減耗費 605,776,845 685,131,189 △ 79,354,344 △ 11.6

研究研修費 702,767,035 719,020,099 △ 16,253,064 △ 2.3

３　医業損益（１－２） △ 41,489,518,204 △ 45,703,317,676 4,213,799,472 △ 9.2

４　医業外収益 50,262,259,670 55,533,875,790 △ 5,271,616,120 △ 9.5

受取利息及配当金 2,539,310,852 2,549,267,653 △ 9,956,801 △ 0.4

一般会計補助金 44,458,167,000 49,598,693,000 △ 5,140,526,000 △ 10.4

国庫補助金 289,861,000 277,571,000 12,290,000 4.4

その他医業外収益 2,974,920,818 3,108,344,137 △ 133,423,319 △ 4.3

５　医業外費用 8,237,152,622 8,321,718,126 △ 84,565,504 △ 1.0

支払利息及企業債取扱諸費 4,818,330,861 4,974,624,513 △ 156,293,652 △ 3.1

繰延勘定償却 365,054,818 328,556,430 36,498,388 11.1

雑支出 3,053,766,943 3,018,537,183 35,229,760 1.2

６　医業外損益（４-５） 42,025,107,048 47,212,157,664 △ 5,187,050,616 △ 11.0

７　経常損益（３+６） 535,588,844 1,508,839,988 △ 973,251,144 △ 64.5

８　特別利益 4,203,074,754 405,403,287 3,797,671,467 936.8

９　特別損失 447,106,812 1,416,284,597 △ 969,177,785 △ 68.4

１０　特別損益（８-９） 3,755,967,942 △ 1,010,881,310 4,766,849,252 △ 471.6

１１　当年度純利益（７+１０） 4,291,556,786 497,958,678 3,793,598,108 761.8

当年度未処分利益剰余金 4,291,556,786 497,958,678 3,793,598,108 761.8
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(別表２)　比　較　貸　借　対　照　表

　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成１2年度 平成１１年度 増　（△）　減

　　　　科　　　　　　　目 　　　　金　　　額　　構成比 　　　　金　　　額　　構成比 　　　　金　　　額　　増減率

　　　　　（Ａ） 　　（％）　　　　　（Ｂ） 　　（％）　　　　　（Ｃ） Ｃ/B×100

固定資産 180,230,765,123 81.9 185,173,497,486 84.4 △ 4,942,732,363 △ 2.7

有形固定資産 171,489,103,477 77.9 177,621,285,062 80.9 △ 6,132,181,585 △ 3.5

土地 1,911,005,870 0.9 1,840,174,862 0.8 70,831,008 3.8

立木 265,244,431 0.1 265,952,331 0.1 △ 707,900 △ 0.3

建物 204,084,142,355 92.7 202,631,992,881 92.3 1,452,149,474 0.7

建物減価償却累計額 △ 67,290,241,923 △ 30.6 △ 61,868,037,763 △ 28.2 △ 5,422,204,160 8.8

構築物 8,822,463,186 4.0 8,770,990,748 4.0 51,472,438 0.6

構築物減価償却累計額 △ 3,947,662,658 △ 1.8 △ 3,677,050,661 △ 1.7 △ 270,611,997 7.4

器械及備品 64,933,377,840 29.5 64,769,714,976 29.5 163,662,864 0.3

器械及備品減価償却累計額 △ 40,249,614,388 △ 18.3 △ 38,163,909,784 △ 17.4 △ 2,085,704,604 5.5

車両 83,720,992 0.0 81,505,992 0.0 2,215,000 2.7

車両減価償却累計額 △ 49,175,718 △ 0.0 △ 43,371,968 △ 0.0 △ 5,803,750 13.4

建設仮勘定 2,925,843,490 1.3 3,013,323,448 1.4 △ 87,479,958 △ 2.9

投資 8,741,661,646 4.0 7,552,212,424 3.4 1,189,449,222 15.7

不動産信託受益権 16,165,115,876 7.3 13,701,763,577 6.2 2,463,352,299 18.0

不動産信託仮勘定 △ 9,464,997,280 △ 4.3 △ 8,097,978,203 △ 3.7 △ 1,367,019,077 16.9

その他投資 2,041,543,050 0.9 1,948,427,050 0.9 93,116,000 4.8

流動資産 35,541,457,111 16.1 29,863,282,347 13.6 5,678,174,764 19.0

現金預金 9,422,938,665 4.3 3,994,019,426 1.8 5,428,919,239 135.9

現金 108,715,919 0.0 63,524,092 0.0 45,191,827 71.1

預金 9,314,222,746 4.2 3,930,495,334 1.8 5,383,727,412 137.0

未収金 25,067,308,693 11.4 24,940,698,118 11.4 126,610,575 0.5

医業未収金 17,048,856,354 7.7 16,405,222,160 7.5 643,634,194 3.9

医業外未収金 7,989,654,258 3.6 8,444,765,556 3.8 △ 455,111,298 △ 5.4

その他未収金 28,798,081 0.0 90,710,402 0.0 △ 61,912,321 △ 68.3

貯蔵品 1,051,084,783 0.5 925,961,493 0.4 125,123,290 13.5

材料 988,874,327 0.4 859,457,782 0.4 129,416,545 15.1

その他貯蔵品 62,210,456 0.0 66,503,711 0.0 △ 4,293,255 △ 6.5

その他流動資産 124,970 0.0 2,603,310 0.0 △ 2,478,340 △ 95.2

前払金 124,970 0.0 2,603,310 0.0 △ 2,478,340 △ 95.2

繰延勘定 4,341,325,899 2.0 4,428,164,089 2.0 △ 86,838,190 △ 2.0

控除対象外消費税額 4,341,325,899 2.0 4,428,164,089 2.0 △ 86,838,190 △ 2.0

控除対象外消費税額 4,341,325,899 2.0 4,428,164,089 2.0 △ 86,838,190 △ 2.0

資産合計 220,113,548,133 100 219,464,943,922 100 648,604,211 0.3
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　　　　　　　　　　　　（単位：円）

平成１2年度 平成１１年度 増　（△）　減

　　　　科　　　　　　　目 　　　　金　　　額　　構成比 　　　　金　　　額　　構成比 　　　　金　　　額　　増減率

　　　　　（Ａ） 　　（％）　　　　　（Ｂ） 　　（％）　　　　　（Ｃ） Ｃ/B×100

固定負債 1,030,263,053 0.5 740,626,053 0.3 289,637,000 39.1

引当金 1,030,263,053 0.5 740,626,053 0.3 289,637,000 39.1

退職給与引当金 289,637,000 0.1 0           - 289,637,000            -

修繕引当金 740,626,053 0.3 740,626,053 0.3 0 0

流動負債 13,044,624,746 5.9 13,993,773,399 6.4 △ 949,148,653 △ 6.8

未払金 13,036,793,432 5.9 13,993,145,866 6.4 △ 956,352,434 △ 6.8

医業未払金 8,230,706,671 3.7 8,227,671,442 3.7 3,035,229 0

建設改良未払金 2,536,516,475 1.2 2,796,939,697 1.3 △ 260,423,222 △ 9.3

貯蔵品購入未払金 1,886,786,261 0.9 2,287,764,572 1.0 △ 400,978,311 △ 17.5

未払消費税及地方消費税 38,114,300 0.0 16,260,000 0.0 21,854,300 134.4

過誤納還付金 6,769,425 0.0 5,457,155 0.0 1,312,270 24.0

その他未払金 337,900,300 0.2 659,053,000 0.3 △ 321,152,700 △ 48.7

その他流動負債 7,831,314 0.0 627,533 0.0 7,203,781            -

預り金 7,831,314 0.0 627,533 0.0 7,203,781            -

負債合計 14,074,887,799 6.4 14,734,399,452 6.7 △ 659,511,653 △ 4.5

資本金 196,852,117,187 89.4 200,049,779,252 91.2 △ 3,197,662,065 △ 1.6

自己資本金 64,663,723,836 29.4 64,165,765,158 29.2 497,958,678 0.8

借入資本金 132,188,393,351 60.1 135,884,014,094 61.9 △ 3,695,620,743 △ 2.7

企業債 132,188,393,351 60.1 135,884,014,094 61.9 △ 3,695,620,743 △ 2.7

剰余金 9,186,543,147 4.2 4,680,765,218 2.1 4,505,777,929 96.3

資本剰余金 4,894,986,361 2.2 4,182,806,540 1.9 712,179,821 17.0

受贈財産評価額 2,247,907,814 1.0 1,572,734,226 0.7 675,173,588 42.9

国庫補助金 2,393,753,638 1.1 2,356,747,405 1.1 37,006,233 1.6

その他資本剰余金 253,324,909 0.1 253,324,909 0.1 0 0

利益剰余金 4,291,556,786 1.9 497,958,678 0.2 3,793,598,108 761.8

当年度未処分利益剰余金 4,291,556,786 1.9 497,958,678 0.2 3,793,598,108 761.8

資本合計 206,038,660,334 93.6 204,730,544,470 93.3 1,308,115,864 0.6

負債・資本合計 220,113,548,133 100 219,464,943,922 100 648,604,211 0.3
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（別表３）病 院 別 医 業 収 益 ・ 費 用 の 対 前 年 度 比 較

（ 単 位 ： 百 万 円 、 ％ ）

医 業 収 益
医 業 収 益 医 業 費 用 × １ ０ ０

医 業 費 用

区 分 平 成 1 2 年 度 平 成 1 1 年 度 増 ( △ ) 減 平 成 1 2 年 度 平 成 1 1 年 度 増 (△ ) 減 平 成 1 2 年 度 平 成 1 1 年 度 増 ( △ )減

( A ) ( B ) 金 額 率 ( D ) ( E ) 金 額 率 ( G ) ( H ) ( I = G - H )

( C = A - B ) ( C / B ) ( F = D - E ) ( F / E )

普 通 病 院 8 3 , 0 9 0 7 8 , 0 0 4 5 , 0 8 6 6 . 5 1 1 2 , 9 9 2 1 1 2 , 1 4 9 8 4 3 0 . 8 7 3 . 5 6 9 . 6 3 . 9

広 尾 6 , 5 9 4 7 , 6 2 2 1 , 0 2 8 1 3 . 5 9 , 8 0 8 1 0 , 9 6 7 1 , 1 5 9 1 0 . 6 6 7 . 2 6 9 . 5 2 . 3△ △ △ △ △

大 久 保 5 , 4 3 3 5 , 3 9 7 3 6 0 . 7 1 0 , 4 0 1 1 0 , 6 7 1 2 7 0 2 . 5 5 2 . 2 5 0 . 6 1 . 6△ △

大 塚 9 , 0 0 0 9 , 1 5 9 1 5 9 1 . 7 1 1 , 2 6 9 1 1 , 5 8 2 3 1 3 2 . 7 7 9 . 9 7 9 . 1 0 . 8△ △ △ △

駒 込 1 4 , 4 7 3 1 3 , 7 3 8 7 3 5 5 . 4 1 8 , 6 4 2 1 8 , 2 3 2 4 1 0 2 . 2 7 7 . 6 7 5 . 4 2 . 2

豊 島 5 , 8 8 3 2 , 7 5 8 3 , 1 2 5 1 1 3 . 3 9 , 5 2 5 7 , 3 3 8 2 , 1 8 7 2 9 . 8 6 1 . 8 3 7 . 6 2 4 . 2

荏 原 8 , 5 7 9 8 , 4 4 0 1 3 9 1 . 6 1 1 , 3 6 0 1 1 , 5 7 4 2 1 4 1 . 8 7 5 . 5 7 2 . 9 2 . 6△ △

墨 東 1 5 , 2 9 8 1 3 , 8 7 5 1 , 4 2 3 1 0 . 3 1 9 , 4 0 2 1 9 , 4 2 7 2 5 0 . 1 7 8 . 8 7 1 . 4 7 . 4△

府 中 1 4 , 6 5 2 1 3 , 9 9 1 6 6 1 4 . 7 1 7 , 1 5 0 1 6 , 9 2 3 2 2 7 1 . 3 8 5 . 4 8 2 . 7 2 . 7

神 経 3 , 1 7 5 3 , 0 1 9 1 5 6 5 . 2 5 , 4 3 0 5 , 4 3 1 1 0 . 0 5 8 . 5 5 5 . 6 2 . 9△ △

小 児 病 院 6 , 3 6 3 6 , 0 9 4 2 6 9 4 . 4 8 , 9 0 3 8 , 7 5 1 1 5 2 1 . 7 7 1 . 5 6 9 . 6 1 . 9

清 瀬 4 , 5 8 4 4 , 4 5 5 1 2 9 2 . 9 6 , 3 1 1 6 , 2 1 6 9 5 1 . 5 7 2 . 6 7 1 . 7 0 . 9

八 王 子 1 , 7 7 9 1 , 6 3 9 1 4 0 8 . 5 2 , 5 9 2 2 , 5 3 4 5 8 2 . 3 6 8 . 6 6 4 . 7 3 . 9

精 神 病 院 7 , 9 6 6 8 , 1 1 7 1 5 1 1 . 9 1 3 , 4 0 3 1 3 , 5 5 1 1 4 8 1 . 1 5 9 . 4 5 9 . 9 0 . 5△ △ △ △ △

松 沢 6 , 6 2 0 6 , 8 1 4 1 9 4 2 . 8 1 0 , 4 9 4 1 0 , 6 0 6 1 1 2 1 . 1 6 3 . 1 6 4 . 2 1 . 1△ △ △ △ △

梅 ヶ 丘 1 , 3 4 6 1 , 3 0 3 4 3 3 . 3 2 , 9 0 9 2 , 9 4 4 3 5 1 . 2 4 6 . 3 4 4 . 3 2 . 0△ △

母 子 保 健 院 1 , 8 1 0 1 , 6 8 7 1 2 3 7 . 3 2 , 4 1 7 2 , 4 1 3 4 0 . 2 7 4 . 9 6 9 . 9 5 . 0

築 地 産 院 - 3 0 3 0 1 0 0 - 1 4 8 1 4 8 1 0 0 - 2 0 . 3 -△ △ △ △

本 部 0 0 0 - 3 , 0 0 2 2 , 6 2 3 3 7 9 1 4 . 4 - - -

合 計 9 9 , 2 3 0 9 3 , 9 3 4 5 , 2 9 6 5 . 6 1 4 0 , 7 2 0 1 3 9 , 6 3 7 1 , 0 8 3 0 . 8 7 0 . 5 6 7 . 3 3 . 2

-
2
0

-


